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《会員数》
（令和元年9月1日現在）

男　………1,037名
女　…………604名
計　………1,641名
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事
業
予
定

令
和
元
年

10
月
8
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
10
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
10
日
㈭
　
中
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
11
日
㈮
　
西
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
15
日
㈫
　
配
分
金
支
払
い

　
　
16
日
㈬
　
北
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
17
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
17
日
㈭
　
東
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
18
日
㈮
　
第
６
回
理
事
会

　
　
24
日
㈭
　
南
部
地
区
全
員
交
流
会

11
月
10
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
22
日
㈮
　
第
７
回
理
事
会

12
月
1
日
㈰
　
福
祉
ま
つ
り

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
20
日
㈮
　
第
８
回
理
事
会

除
草
・
草
刈
り
・
襖
・
障
子
張
替
え
・

植
木
の
剪
定
・
塗
装
・
刃
物
研
ぎ
・

和
裁
・
大
工
・
左
官

・
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
２―

４
８
７―

９
３
７
５

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

　
技
術
が
進
歩
し
、
世
の
中
ス
マ
ホ

を
使
う
高
齢
者
も
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
ガ
ラ
携
を
持
っ
て
い
て
も
メ
ー

ル
を
使
え
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
も
事
実
で
す
よ
ね
。
実
は
私
も
そ

の
中
の
一
人
で
し
た
。
最
近
、
息
子

に
教
わ
り
な
が
ら
や
っ
と
使
い
方
を

マ
ス
タ
ー
し
た
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
号
で
は
、
近
々
運
用
を
ス

タ
ー
ト
す
る
「
通
称
ス
マ
・
ス
マ
」

に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　
読
ん
で
み
て
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

な
感
じ
を
持
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
よ
ね
。
で
も
大
丈
夫
！
パ
ソ

コ
ン
班
の
仲
間
や
事
務
局
の
方
々
が

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
体

制
を
整
え
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ

い
。

　
広
報
委
員
に
な
り
、
初
め
て
の
会

報
編
集
に
戸
惑
い
も
感
じ
な
が
ら
も
、

な
ん
と
か
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
秋
も
深
ま
り
紅
葉
も
美
し

く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ど
ん
な

メ
ー
ル
が
届
く
の
か
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
　
　
　

（
木
村
静
枝
）

こ
れ
か
ら
の

事
務
局
だ
よ
り

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（R1年6月～R1年8月）

男
4
8
3
8
7
30

女
5
3
3
8
3
22

計
9
11
6
16
10
52

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

5月令和元年

契約金額
（千円）

6月 7月

1,626 

860 

980 

55,818

1,621 

868 

1,004 

55,502

1,627 

859 

1,045 

61,320

健康！地域貢献！生きがい！口コミで会員拡大を！

実篤公園班の皆さん

植木の安全パトロールにて吹割の滝（群馬県）～紅葉～

編

　集

　後

　記

編

　集

　後

　記

就
業
会
員
急
募

〈
人
事
異
動
〉

　
臨
時
職
員
と
し
て
、
１
年
４
か
月
間
、

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
茂
住
秀
美
さ
ん

が
７
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
付
で
臨
時
職
員
と

し
て
、
遠
藤
昌
子
さ
ん
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
会
員
手
帳
の
受
け
渡
し
〉

　
申
込
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
１
日

（
金
）
よ
り
事
務
局
に
て
お
渡
し
い
た

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

〈
自
転
車
保
険

　「サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」の
ご
案
内
〉

　
セ
ン
タ
ー
が
加
入
す
る
「
シ
ル
バ
ー

保
険
」
は
、
自
転
車
を
利
用
し
た
賠
償

事
故
（
加
害
事
故
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

経
路
途
上
に
お
け
る
賠
償
事
故
は
補
償

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
以
前
に
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
東

京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
か

ら
お
得
な
自
転
車
保
険
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
加
入
申
込

書
付
き
）
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、
こ
の
機
会
に
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。
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安全管理委員会

自転車事故の防止

自転車使用時の事故防止

○雨の日はできるだけ使用しない
○傘をさしながら運転をしない（法令違反）
○ながら運転しない（イヤホン・スマホ等）（法令違反）
○薄暮 (夕方 ) から早めのライト点灯をすること
○サドルは足面が地面にぴったり着く高さにする
○ブレーキが利くか乗る前に確認する
○急ブレーキで停止できるスピードで走行する

　平成 30 年度の当センターで発生した傷害事故 23
件のうち４件が就業途上の自転車事故です。今年度初
めての傷害事故も自転車事故でした。

　安
全
就
業
強
化
月
間
（
７
月
）
に
安

全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　お
忙
し
い
中
、
会
員
・
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
様
に
は
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
の
方
々
、
安
全
へ
の
意
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
安
全
心
得
10
ケ
条
の
項
目
は
、

職
群
班
に
よ
っ
て
は
関
係
な
い
項
目
が

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
す
べ
て

関
連
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
、
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。

☆
器
具
の
使
用
し
な
い
就
業
場
所
で
は
、

設
置
什
器
、
環
境
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

☆
器
具
以
外
に
、
就
業
場
所
の
地
形
等

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

☆
す
べ
て
の
現
場
で
、
就
業
前
に
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
は
、
と
っ
さ
の
時
に

動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
、
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を

正
確
に
行
な
う
こ
と
。

☆
一
人
作
業
で
も
心
の
中
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　常
日
頃
、
安
全
心
得
10
ケ
条
を
意
識

し
て
、
健
康
で
楽
し
く
就
業
し
ま
し
ょ

う
。 

（
安
全
管
理
委
員
会
）

〈
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
〉

10
月
17
日
（
木
）
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月
29
日
（
金
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　
　
　
　
　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
管
理
委
員
会
だ
よ
り

ウォーキング研修会
参加者募集!!

「ぴんしゃんウォーキング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　デューク更家流美しい歩き
方を学ぶことで、健康に美しく、
そしてケガをしない身体を作
りましょう。
日時　令和元年11月29日（金）
　　　午後２時～
場所　こころの健康支援センター
定員　30名（先着順）
講師　デュークズウォーキング
　　　㈳ぴんしゃん
　　　　　ウォーキング協会

メール で就業募集や会議・ボランティア活動等 

の情報を受け取れます！ 

１ 
センター訪問時にサービスの申込み

（ログインID・仮パスワードの受取り） 

２

「Smile to Smile 」へログイン 

メールアドレスと新パスワードを登録する 

登録は簡単です 数分で終わります 

３ サービス利用開始‼（12月予定） 

メール情報配信サービス「Smile to Smile」
（通称　スマスマ）の開始のお知らせ

「Smile to Smile」サービスについて

サービス利用までの流れ

　昨年度から情報の提供・充実・拡大について、検討を重ねてまいりましたが、この度

メール機能を利用した情報配信サービス「Smile to Smile」（通称  スマスマ）を開始し

ます。

　多くの会員の方がこのサービスに登録していただくことで、センターと会員との連携

が強化されると考えております。センターの情報をいち早く受け取ることができますの

で、是非ご活用ください。    

「センターからのお知らせ（就業募集、各種会議やボランティア活動等の案内）」や

「配分金明細」の確認ができます。  

令
和
２
年
度
安
全
標
語
募
集
中

　別
添
の
応
募
用
紙
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の
「
ボ
ラ
ン
タ
ス（voluntas

）

自
由
意
志
」
と
い
う
意
味
か
ら
来
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一

文
で
定
義
づ
け
る
と
「
自
発
的
な
意
志

に
基
づ
い
て
、
人
や
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
」
と
い
え
ま
す
。

　そ
し
て
日
本
で
も
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に
、
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
り
、
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
と
、「
お
互
い
様
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
遠
方
か
ら
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
駆
け
つ
け
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
尾
畠
春
夫
さ
ん
と
い
う

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
す
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　大
学
で
も
、
社
会
的
視
野
を
広
め
卒

業
後
に
、
地
域
社
会
で
も
貢
献
で
き
る

人
を
育
て
る
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
学
部
の
単
位
を
認
定
す
る
こ
と

も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
調
布
市
に
あ

る
電
通
大
や
白
百
合
女
子
大
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　私
達
の
シ
ル
バ
ー
活
動
の
中
で
も
、

時
と
し
て
就
業
の
枠
を
超
え
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
社
会
福
祉
の
お
手
伝
い

に
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
」
や
「
お
互
い
様
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
人
間
関
係
も
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
す
。

　そ
し
て
調
布
市
で
も
、
今
年
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
来
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
中
に
も
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　な
お
、来
年
の
秋
に
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
記
」
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　私

達
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
中
に
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（

広
報
委
員
会
）

場
合
に
よ
っ
て
は
支
援
・
指
導
を
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　学
童
・
小
学
校
・
児
童
館
各
班
の
会

員
は
、
子
供
達
に
愛
情
を
も
っ
て
業
務

遂
行
に
当
た
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、

頼
も
し
く
微
笑
ま
し
い
会
議
で
し
た
。

　ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
班
は
、

受
付
業
務
等
の
担
当
と
施
設
管
理
業
務

の
担
当
の
合
同
班
で
相
互
に
支
え
合
っ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
実
篤
班
で

は
９
名
中
４
名
が
交
代
し
た
た
め
意
識

合
わ
せ
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　小
学
校
班
で
、
学
校
の
行
事
等
の
連

絡
が
遅
い
時
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
情
報
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　事
務
局
か
ら
は
、
昨
年
と
今
年
の
事

故
発
生
状
況
か
ら
、熱
中
症
と
自
転
車
・

歩
行
中
に
関
わ
ら
ず
転
倒
事
故
防
止
の

注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。（

事
業
部
会
）

事
業
部
会
新
体
制
始
動

　７
月
16
日
、
令
和
元
年
度
第
２
回
事

業
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
題
は
、

⑴
事
業
計
画
⑵
会
員
研
修
計
画
⑶
そ
の

他
で
す
。

　改
め
て
会
員
の
健
康
と
安
全
の
確
保
、

会
員
の
拡
大
、
事
業
の
拡
大
を
目
標
と

し
、
各
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　事
業
の
拡
大
は
、
請
負
・
派
遣
等
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
中

国
語
教
室
を
11
月
に
は
開
講
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
調
布
市
と
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
も
あ
り
若
干
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
そ
の
他
に
地
域
に
密
着
し
た
事

業
と
し
て
、
農
業
支
援
等
新
し
い
切
り

口
で
取
り
組
み
ま
す
。

　会
員
研
修
は
、「
接
遇
研
修
」「
普
通

救
命
講
座
Ａ
Ｅ
Ｄ
」「
認
知
症
関
連
の

研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

　先
般
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
主
催
の
５

つ
の
班
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
理
事

と
事
務
局
の
出
席
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
理
事
会

や
事
務
局
と
の
連
絡
・
調
整
に
当
た
り
、

事
業
部
会
だ
よ
り

様
々
な
課
題
の
検
討
等
が
行
わ
れ
実
行

に
移
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
の
皆
様
が
所
属
す
る
地

区
班
活
動
の
推
進
や
支
援
、
多
摩
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
や
、
役
員
視
察
研
修
を
企
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
チ
ラ

シ
の
配
布
等
セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
・
普
及

啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
傘
下
に
広
報
委
員
会
を
常

設
し
、
会
報
の
発
行
や
今
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
推
進
を
行
う
計
画
で
す
。

こ
の
広
報
委
員
会
は
総
務
部
会
の
理
事

５
名
と
一
般
会
員
１
名
、
事
務
局
職
員

２
名
の
８
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
会
員
の
皆
様
に
は
各
イ
ベ
ン

ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
し
て
、
就

業
以
外
の
地
域
貢
献
や
仲
間
作
り
を
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
〉

★
11
月
10
日（
日
）多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

★
12
月
１
日（
日
）福
祉
ま
つ
り

福
祉
ま
つ
り
で
は
例
年
の
通
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
野
菜
や

花
等
の
販
売
で
協
力
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

（
総
務
部
会
）

「
総
務
部
会
」
を
よ
ろ
し
く
！

　当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
運
営
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、理
事
会
の
下
に「
総
務
部
会
」と「
事

業
部
会
」
の
２
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　各
専
門
部
会
は
、
事
業
運
営
に
関
す

る
方
針
及
び
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て

討
議
し
、
理
事
会
に
意
見
を
提
出
し
、

報
告
し
ま
す
。
そ
し
て
理
事
会
で
様
々

な
方
針
や
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　今
年
６
月
の
総
会
後
、
総
務
部
会
メ

ン
バ
ー
が
大
幅
に
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

全
員
が
新
た
な
気
持
ち
で
、
大
事
な
役

割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　会
員
の
皆
様
が
お
持
ち
の
「
会
員
の

し
お
り
」
等
に
も
若
干
の
説
明
が
あ
り

ま
す
が
、
総
務
部
会
の
主
な
役
割
を
改

め
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　総
務
部
会
は
、
総
会
や
理
事
会
等
に

関
わ
る
諸
事
項
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

　そ
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
る
理
事
会
で

は
、
会
員
の
入
退
会
の
審
査
、
事
業
状

況
の
点
検
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

総
務
部
会
だ
よ
り

登録方法等の臨時相談窓口を開設します！
◆日　時： 11月1日（金）9：30～12：00／13：00～16：00
 11月5日（火）9：30～12：00／13：00～16：00
　　　　　＊10月分就業報告書の提出時にお立ち寄りください。
◆場　所：シルバー人材センター事務局２F　大会議室
　　　　　（当センターのパソコン班メンバーが親切丁寧に対応します）
◆持ち物：ガラ携、スマホ等の携帯電話、登録するメールアドレス

■■■登録方法以外にも、普段のメール送受信の操作など、ご不明な点があれば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　パソコン班メンバーが親切丁寧に対応します■■■

・「Smile to Smile」を運営する会社はNRI社会情報システム㈱（全国のシルバーの7割のシェア）
　現在、当センターが使用する事務処理システムの契約先です。
・登録されたメールアドレスは厳重に管理し、シルバー人材センターの活動以外の目的で、
　利用することはありません。
・サービスの利用申込・問合せ先　事務局　℡ 042-487-9375

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の
「
ボ
ラ
ン
タ
ス（voluntas

）

自
由
意
志
」
と
い
う
意
味
か
ら
来
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一

文
で
定
義
づ
け
る
と
「
自
発
的
な
意
志

に
基
づ
い
て
、
人
や
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
」
と
い
え
ま
す
。

　そ
し
て
日
本
で
も
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に
、
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
り
、
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
と
、「
お
互
い
様
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
遠
方
か
ら
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
駆
け
つ
け
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
尾
畠
春
夫
さ
ん
と
い
う

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
す
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　大
学
で
も
、
社
会
的
視
野
を
広
め
卒

業
後
に
、
地
域
社
会
で
も
貢
献
で
き
る

人
を
育
て
る
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
学
部
の
単
位
を
認
定
す
る
こ
と

も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
調
布
市
に
あ

る
電
通
大
や
白
百
合
女
子
大
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　私
達
の
シ
ル
バ
ー
活
動
の
中
で
も
、

時
と
し
て
就
業
の
枠
を
超
え
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
社
会
福
祉
の
お
手
伝
い

に
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
」
や
「
お
互
い
様
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
人
間
関
係
も
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
す
。

　そ
し
て
調
布
市
で
も
、
今
年
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
来
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
中
に
も
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　な
お
、来
年
の
秋
に
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
記
」
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　私

達
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
中
に
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（

広
報
委
員
会
）

場
合
に
よ
っ
て
は
支
援
・
指
導
を
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　学
童
・
小
学
校
・
児
童
館
各
班
の
会

員
は
、
子
供
達
に
愛
情
を
も
っ
て
業
務

遂
行
に
当
た
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、

頼
も
し
く
微
笑
ま
し
い
会
議
で
し
た
。

　ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
班
は
、

受
付
業
務
等
の
担
当
と
施
設
管
理
業
務

の
担
当
の
合
同
班
で
相
互
に
支
え
合
っ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
実
篤
班
で

は
９
名
中
４
名
が
交
代
し
た
た
め
意
識

合
わ
せ
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　小
学
校
班
で
、
学
校
の
行
事
等
の
連

絡
が
遅
い
時
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
情
報
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　事
務
局
か
ら
は
、
昨
年
と
今
年
の
事

故
発
生
状
況
か
ら
、熱
中
症
と
自
転
車
・

歩
行
中
に
関
わ
ら
ず
転
倒
事
故
防
止
の

注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。（

事
業
部
会
）

事
業
部
会
新
体
制
始
動

　７
月
16
日
、
令
和
元
年
度
第
２
回
事

業
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
題
は
、

⑴
事
業
計
画
⑵
会
員
研
修
計
画
⑶
そ
の

他
で
す
。

　改
め
て
会
員
の
健
康
と
安
全
の
確
保
、

会
員
の
拡
大
、
事
業
の
拡
大
を
目
標
と

し
、
各
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　事
業
の
拡
大
は
、
請
負
・
派
遣
等
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
中

国
語
教
室
を
11
月
に
は
開
講
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
調
布
市
と
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
も
あ
り
若
干
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
そ
の
他
に
地
域
に
密
着
し
た
事

業
と
し
て
、
農
業
支
援
等
新
し
い
切
り

口
で
取
り
組
み
ま
す
。

　会
員
研
修
は
、「
接
遇
研
修
」「
普
通

救
命
講
座
Ａ
Ｅ
Ｄ
」「
認
知
症
関
連
の

研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

　先
般
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
主
催
の
５

つ
の
班
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
理
事

と
事
務
局
の
出
席
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
理
事
会

や
事
務
局
と
の
連
絡
・
調
整
に
当
た
り
、

事
業
部
会
だ
よ
り

様
々
な
課
題
の
検
討
等
が
行
わ
れ
実
行

に
移
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
の
皆
様
が
所
属
す
る
地

区
班
活
動
の
推
進
や
支
援
、
多
摩
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
や
、
役
員
視
察
研
修
を
企
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
チ
ラ

シ
の
配
布
等
セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
・
普
及

啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
傘
下
に
広
報
委
員
会
を
常

設
し
、
会
報
の
発
行
や
今
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
推
進
を
行
う
計
画
で
す
。

こ
の
広
報
委
員
会
は
総
務
部
会
の
理
事

５
名
と
一
般
会
員
１
名
、
事
務
局
職
員

２
名
の
８
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
会
員
の
皆
様
に
は
各
イ
ベ
ン

ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
し
て
、
就

業
以
外
の
地
域
貢
献
や
仲
間
作
り
を
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
〉

★
11
月
10
日（
日
）多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

★
12
月
１
日（
日
）福
祉
ま
つ
り

福
祉
ま
つ
り
で
は
例
年
の
通
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
野
菜
や

花
等
の
販
売
で
協
力
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

（
総
務
部
会
）

「
総
務
部
会
」
を
よ
ろ
し
く
！

　当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
運
営
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、理
事
会
の
下
に「
総
務
部
会
」と「
事

業
部
会
」
の
２
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　各
専
門
部
会
は
、
事
業
運
営
に
関
す

る
方
針
及
び
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て

討
議
し
、
理
事
会
に
意
見
を
提
出
し
、

報
告
し
ま
す
。
そ
し
て
理
事
会
で
様
々

な
方
針
や
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　今
年
６
月
の
総
会
後
、
総
務
部
会
メ

ン
バ
ー
が
大
幅
に
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

全
員
が
新
た
な
気
持
ち
で
、
大
事
な
役

割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　会
員
の
皆
様
が
お
持
ち
の
「
会
員
の

し
お
り
」
等
に
も
若
干
の
説
明
が
あ
り

ま
す
が
、
総
務
部
会
の
主
な
役
割
を
改

め
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　総
務
部
会
は
、
総
会
や
理
事
会
等
に

関
わ
る
諸
事
項
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

　そ
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
る
理
事
会
で

は
、
会
員
の
入
退
会
の
審
査
、
事
業
状

況
の
点
検
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

総
務
部
会
だ
よ
り

登録方法等の臨時相談窓口を開設します！
◆日　時： 11月1日（金）9：30～12：00／13：00～16：00
 11月5日（火）9：30～12：00／13：00～16：00
　　　　　＊10月分就業報告書の提出時にお立ち寄りください。
◆場　所：シルバー人材センター事務局２F　大会議室
　　　　　（当センターのパソコン班メンバーが親切丁寧に対応します）
◆持ち物：ガラ携、スマホ等の携帯電話、登録するメールアドレス

■■■登録方法以外にも、普段のメール送受信の操作など、ご不明な点があれば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　パソコン班メンバーが親切丁寧に対応します■■■

・「Smile to Smile」を運営する会社はNRI社会情報システム㈱（全国のシルバーの7割のシェア）
　現在、当センターが使用する事務処理システムの契約先です。
・登録されたメールアドレスは厳重に管理し、シルバー人材センターの活動以外の目的で、
　利用することはありません。
・サービスの利用申込・問合せ先　事務局　℡ 042-487-9375

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
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国
史
跡
深
大
寺
城
跡

の
び
の
び
広
場

⑦

　深
大
寺
の
ほ
ど
近
く
、
都
立
神
代
植

物
園
分
園
の
水
生
植
物
園
内
に
、
戦
国

時
代
前
期
の
城
、
深
大
寺
城
跡
が
あ
り

ま
す
。

　深
大
寺
城
は
、
十
五
世
紀
末
頃
に
築

城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　江
戸
城
を
築
城
し
た
太
田
道
灌
の
主

と
し
て
有
名
な
関
東
管
領
の
一
族
・
扇

谷
上
杉
定
正
は
、
そ
の
太
田
道
灌
を
暗

殺
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
同
族
・
山

内
上
杉
氏
と
の
抗
争
の
真
っ
只
中
に
あ

り
ま
し
た
。
鉢
形
城
（
埼
玉
県
寄
居
町
）

を
中
心
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
山
内
上

杉
氏
に
対
し
て
、
扇
谷
上
杉
氏
は
河
越

城
（
埼
玉
県
川
越
市
）
に
本
拠
を
置
き
、

武
蔵
国
・
相
模
国
に
版
図
を
広
げ
て
お

り
、
深
大
寺
城
は
、
ま
さ
に
そ
の
主
要

拠
点
（
領
国
）
を
結
ぶ
「
つ
な
ぎ
の
城
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　十
六
世
紀
に
入
り
、
小
田
原
北
条
氏

が
関
東
制
覇
に
乗
り
出
す
と
、
扇
谷
上

杉
氏
は
次
第
に
そ
の
領
国
を
狭
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
深
大
寺
城
が
次
に
取
立

て
ら
れ
る
の
が
、
定
正
か
ら
三
代
の
ち

の
当
主
・
朝
定
の
時
代
で
す
。
当
時
、

十
三
歳
で
あ
っ
た
朝
定
は
、
北
条
方
に

落
ち
た
江
戸
城
奪
還
と
多
摩
川
以
北
に

進
出
し
て
き
た
北
条
領
国
に
対
抗
す
る

「
境
目
の
城
」
と
し
て
深
大
寺
城
を
再

築
城
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間
、
北

条
氏
に
よ
り
扇
谷
上
杉
の
本
拠
・
河
越

城
を
奪
取
さ
れ
、
深
大
寺
城
は
役
割
を

果
た
す
こ
と
な
く
廃
城
し
ま
す
。
江
戸

城
・
河
越
城
ラ
イ
ン
を
抑
え
た
北
条
氏

に
と
っ
て
、
深
大
寺
城
は
も
は
や
支
城

化
す
る
意
義
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　北
条
氏
に
改
変
さ
れ
ず
、
戦
国
時
代

前
期
の
城
郭
の
様
子
が
良
く
保
存
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
城
と
い
う
こ
と
で
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
都
心
近

傍
の
城
跡
で
、
戦
国
争
乱
に
思
い
を
馳

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　立
川
）

　シ
ル
バ
ー
に

入
っ
て
も
う
10
年

も
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間
で
し

た
。
思
い
返
せ
ば
多
摩
川
の
土
手
を
散

歩
が
て
ら
に
事
務
所
に
寄
っ
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
事
務
所
の
方
に
付

き
添
わ
れ
て
、
ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
位

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
で
就
業
し
た
後
、

今
は
ち
ょ
う
ふ
の
里
に
い
ま
す
。

　今
の
仕
事
は
、
入
所
の
方
の
洗
濯
業

務
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
回
収
は
１
日
４

回
、
そ
れ
を
仕
分
け
、
洗
い
、
乾
か
し
、

た
た
み
、
配
布
す
る
。
そ
れ
と
シ
ー
ツ

類
の
整
理
と
多
種
多
様
で
す
。
結
構
体

力
が
必
要
で
す
。
配
布
で
部
屋
に
入
り
、

眠
っ
て
い
る
と
思
い
静
か
に
背
を
向
け

た
ら
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉

が
返
っ
て
き
た
時
の
気
持
ち
は
何
事
に

も
代
え
が
た
い
う
れ
し
さ
で
、「
ど
う

い
た
し
ま
し
て
」
と
笑
顔
で
返
し
ま
す
。

疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
仕
事
の
他
に
今
、
私
は
地
区
委

員
と
家
事
援
助
班
の
北
部
地
区
リ
ー

ダ
ー
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

行
事
な
ど
の
案
内
を
配
布
し
な
が
ら
、

今
回
は
何
人
参
加
し
て
く
れ
る
か
な
、

な
ん
て
不
安
に
な
っ
た
り
、
ま
た
会
報

を
配
り
な
が
ら
話
を
す
る
時
、
や
っ
ぱ

り
楽
し
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い

時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ら
い

時
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
シ
フ
ト
の
都
合

上
集
会
に
参
加
で
き
な
い
時
、
新
人
が

入
っ
て
来
て
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

時
、
仕
事
仲
間
と
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持

ち
が
す
れ
違
っ
た
時
等
、
体
の
疲
れ
よ

り
気
持
ち
の
疲
れ
が
大
き
い
時
は
、
つ

い
愚
痴
っ
た
り
。
そ
ん
な
時
は
、
皆
年

下
の
仕
事
仲
間
で
す
が
、
私
の
愚
痴
も

聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
高
の

パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
で
す
。

　今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
皆

さ
ん
に
手
足
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
で
出
会
い
、

仕
事
で
出
会
え
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
が
、
塗
装
歴
五
十
年
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
で
は
毎
日
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
今
で
も
勉
強
の
毎

日
で
す
。

　私
は
幸
い
に
し
て
82
歳
の
現
在
、
ま

だ
足
腰
に
は
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

目
と
歯
は
何
と
も
な
ら
ず
定
期
的
に
通

院
を
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
昭
和
三
十
二
年
か
ら
車
に
乗
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
大
事
故
が
余

り
に
も
多
い
昨
今
、
無
事
故
の
内
に
と

免
許
を
返
納
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
車

が
無
い
と
実
に
不
便
で
す
が
、
大
き
な

事
故
を
起
こ
す
と
相
手
は
勿
論
、
家
族

や
周
り
に
大
き
な
迷
惑
を
掛
け
、
悲
し

い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

息
子
も
返
納
を
口
に
は
出
し
ま
せ
ん
が
、

心
配
し
て
い
る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う

に
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
は
買
い
物
に
も
仕
事
の
現
場
に
も

自
転
車
で
向
か
っ
て
い
ま
す
。
調
布
ヶ

丘
の
自
宅
か
ら
深
大
寺
北
町
方
面
、
仙

川
方
面
は
登
り
坂
が
厳
し
い
で
す
が
、

毎
日
乗
っ
て
い
る
と
足
腰
の
強
化
に
も

な
る
と
信
じ
、
今
日
も
現
場
に
向
か
う

ペ
ダ
ル
に
力
が
入
り
ま
す
。

運
転
免
許
返
納
し
健
康
就
業

 

塗
装
班　

平
井

　
芳
郎

　退
職
後
、
目
的

も
無
く
暫
く
無
駄

な
時
間
を
過
ご
す
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
知
人
か
ら
「
何
か
し
て
い
な

い
と
衰
え
は
早
い
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
以

前
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
誘

い
の
チ
ラ
シ
を
貰
っ
た
事
を
思
い
出
し
、

早
速
入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

　そ
し
て
入
会
後
に
会
員
研
修
を
受
け
、

暫
ら
く
し
て
塗
装
班
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
事
も
、
自

分
の
予
想
と
か
な
り
勝
手
が
違
う
事
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　現
場
の
状
況
か
ら
作
業
手
順
、
前
処

理
等
日
々
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん

な
塗
装
作
業
の
他
に
、
ま
ず
言
わ
れ
た

事
は
「
信
用
が
第
一
、
素
人
だ
と
思
わ

せ
る
様
な
行
動
は
す
る
な
」「
依
頼
主

に
聞
か
れ
適
当
な
返
事
は
し
て
は
い
け

な
い
」
こ
と
な
ど
、
一
般
常
識
的
な
事

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　そ
ん
な
私
も
多
少
経
験
を
積
み
ま
し

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈100〉

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

パ
ソ
コ
ン
班

角
方

　
弘
幸

　私
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
き
っ
か

け
は
平
成
３
年
に
発
足
し
た
社
内
の
有

志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
端
数
倶
楽
部
」（
会
員
数
約
３
４
０
人

で
給
与
の
一
部
を
寄
付
）
の
運
営
委
員

募
集
に
応
募
し
た
こ
と
で
す
。
端
数
倶

楽
部
は
当
初
寄
付
活
動
が
中
心
で
し
た

が
、
私
は
行
動
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
企
画
立
案
し
、
最
初
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
「
井
戸
堀
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
私
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
駆
り
立
て
る
も
の
は
、「
現
地
の

人
々
と
力
仕
事
で
協
力
し
て
井
戸
が
完

成
し
た
時
の
み
ん
な
の
笑
顔
と
感
動
」

を
得
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
国
際
交
流
を

深
め
そ
の
後
、
植
林
等
で
中
国
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
へ
と
行
動
範
囲
を
拡

大
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
小
学
校
を
１

棟
寄
贈
。
私
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
て

木
製
ブ
ラ
ン
コ
造
り
を
経
験
し
、
20
年

間
運
営
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　私
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ご
く
身
近
な
楽
し
い
活
動
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
て
退
職
を
機
に
大
き
な

変
化
は
な
く
、
未
知
の
分
野
へ
の
好
奇

心
旺
盛
な
性
格
か
ら
益
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
の
時
間
が
増
え

調
布
市
国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
の
演
奏

者
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
病
院

の
受
付
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
経
験
し

ま
し
た
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
給
水
支
援
等
）」
を
３

年
継
続
中
で
、
地
元
開
催
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
来
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
応

募
。
但
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
調
布
駅
前
の
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で

の
活
動
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
東

京
ス
タ
ジ
ア
ム
の
フ
ラ
ン
ス
対
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
早
速
購

入
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

「
競
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
希
望
の
た
め
、

選
手
達
の
近
く
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
家
事
援
助
班

　
蝦
名
み
つ
の

感
謝
の
日
々

深大寺城1・2郭（水生植物園湿地から）

く
に
し
せ
き
じ
ん
だ
い
じ
じ
ょ
う
あ
と

お
お
た
ど
う
か
ん

が
や
つ
う
え
す
ぎ
さ
だ
ま
さ

や
ま

う
ち

は
ち
が
た
じ
ょ
う

と
も
さ
だ

さ
か
い
め

お
う
ぎ
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国
史
跡
深
大
寺
城
跡

の
び
の
び
広
場

⑦

　深
大
寺
の
ほ
ど
近
く
、
都
立
神
代
植

物
園
分
園
の
水
生
植
物
園
内
に
、
戦
国

時
代
前
期
の
城
、
深
大
寺
城
跡
が
あ
り

ま
す
。

　深
大
寺
城
は
、
十
五
世
紀
末
頃
に
築

城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　江
戸
城
を
築
城
し
た
太
田
道
灌
の
主

と
し
て
有
名
な
関
東
管
領
の
一
族
・
扇

谷
上
杉
定
正
は
、
そ
の
太
田
道
灌
を
暗

殺
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
同
族
・
山

内
上
杉
氏
と
の
抗
争
の
真
っ
只
中
に
あ

り
ま
し
た
。
鉢
形
城
（
埼
玉
県
寄
居
町
）

を
中
心
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
山
内
上

杉
氏
に
対
し
て
、
扇
谷
上
杉
氏
は
河
越

城
（
埼
玉
県
川
越
市
）
に
本
拠
を
置
き
、

武
蔵
国
・
相
模
国
に
版
図
を
広
げ
て
お

り
、
深
大
寺
城
は
、
ま
さ
に
そ
の
主
要

拠
点
（
領
国
）
を
結
ぶ
「
つ
な
ぎ
の
城
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　十
六
世
紀
に
入
り
、
小
田
原
北
条
氏

が
関
東
制
覇
に
乗
り
出
す
と
、
扇
谷
上

杉
氏
は
次
第
に
そ
の
領
国
を
狭
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
深
大
寺
城
が
次
に
取
立

て
ら
れ
る
の
が
、
定
正
か
ら
三
代
の
ち

の
当
主
・
朝
定
の
時
代
で
す
。
当
時
、

十
三
歳
で
あ
っ
た
朝
定
は
、
北
条
方
に

落
ち
た
江
戸
城
奪
還
と
多
摩
川
以
北
に

進
出
し
て
き
た
北
条
領
国
に
対
抗
す
る

「
境
目
の
城
」
と
し
て
深
大
寺
城
を
再

築
城
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間
、
北

条
氏
に
よ
り
扇
谷
上
杉
の
本
拠
・
河
越

城
を
奪
取
さ
れ
、
深
大
寺
城
は
役
割
を

果
た
す
こ
と
な
く
廃
城
し
ま
す
。
江
戸

城
・
河
越
城
ラ
イ
ン
を
抑
え
た
北
条
氏

に
と
っ
て
、
深
大
寺
城
は
も
は
や
支
城

化
す
る
意
義
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　北
条
氏
に
改
変
さ
れ
ず
、
戦
国
時
代

前
期
の
城
郭
の
様
子
が
良
く
保
存
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
城
と
い
う
こ
と
で
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
都
心
近

傍
の
城
跡
で
、
戦
国
争
乱
に
思
い
を
馳

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　立
川
）

　シ
ル
バ
ー
に

入
っ
て
も
う
10
年

も
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間
で
し

た
。
思
い
返
せ
ば
多
摩
川
の
土
手
を
散

歩
が
て
ら
に
事
務
所
に
寄
っ
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
事
務
所
の
方
に
付

き
添
わ
れ
て
、
ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
位

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
で
就
業
し
た
後
、

今
は
ち
ょ
う
ふ
の
里
に
い
ま
す
。

　今
の
仕
事
は
、
入
所
の
方
の
洗
濯
業

務
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
回
収
は
１
日
４

回
、
そ
れ
を
仕
分
け
、
洗
い
、
乾
か
し
、

た
た
み
、
配
布
す
る
。
そ
れ
と
シ
ー
ツ

類
の
整
理
と
多
種
多
様
で
す
。
結
構
体

力
が
必
要
で
す
。
配
布
で
部
屋
に
入
り
、

眠
っ
て
い
る
と
思
い
静
か
に
背
を
向
け

た
ら
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉

が
返
っ
て
き
た
時
の
気
持
ち
は
何
事
に

も
代
え
が
た
い
う
れ
し
さ
で
、「
ど
う

い
た
し
ま
し
て
」
と
笑
顔
で
返
し
ま
す
。

疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
仕
事
の
他
に
今
、
私
は
地
区
委

員
と
家
事
援
助
班
の
北
部
地
区
リ
ー

ダ
ー
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

行
事
な
ど
の
案
内
を
配
布
し
な
が
ら
、

今
回
は
何
人
参
加
し
て
く
れ
る
か
な
、

な
ん
て
不
安
に
な
っ
た
り
、
ま
た
会
報

を
配
り
な
が
ら
話
を
す
る
時
、
や
っ
ぱ

り
楽
し
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い

時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ら
い

時
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
シ
フ
ト
の
都
合

上
集
会
に
参
加
で
き
な
い
時
、
新
人
が

入
っ
て
来
て
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

時
、
仕
事
仲
間
と
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持

ち
が
す
れ
違
っ
た
時
等
、
体
の
疲
れ
よ

り
気
持
ち
の
疲
れ
が
大
き
い
時
は
、
つ

い
愚
痴
っ
た
り
。
そ
ん
な
時
は
、
皆
年

下
の
仕
事
仲
間
で
す
が
、
私
の
愚
痴
も

聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
高
の

パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
で
す
。

　今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
皆

さ
ん
に
手
足
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
で
出
会
い
、

仕
事
で
出
会
え
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
が
、
塗
装
歴
五
十
年
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
で
は
毎
日
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
今
で
も
勉
強
の
毎

日
で
す
。

　私
は
幸
い
に
し
て
82
歳
の
現
在
、
ま

だ
足
腰
に
は
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

目
と
歯
は
何
と
も
な
ら
ず
定
期
的
に
通

院
を
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
昭
和
三
十
二
年
か
ら
車
に
乗
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
大
事
故
が
余

り
に
も
多
い
昨
今
、
無
事
故
の
内
に
と

免
許
を
返
納
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
車

が
無
い
と
実
に
不
便
で
す
が
、
大
き
な

事
故
を
起
こ
す
と
相
手
は
勿
論
、
家
族

や
周
り
に
大
き
な
迷
惑
を
掛
け
、
悲
し

い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

息
子
も
返
納
を
口
に
は
出
し
ま
せ
ん
が
、

心
配
し
て
い
る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う

に
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
は
買
い
物
に
も
仕
事
の
現
場
に
も

自
転
車
で
向
か
っ
て
い
ま
す
。
調
布
ヶ

丘
の
自
宅
か
ら
深
大
寺
北
町
方
面
、
仙

川
方
面
は
登
り
坂
が
厳
し
い
で
す
が
、

毎
日
乗
っ
て
い
る
と
足
腰
の
強
化
に
も

な
る
と
信
じ
、
今
日
も
現
場
に
向
か
う

ペ
ダ
ル
に
力
が
入
り
ま
す
。

運
転
免
許
返
納
し
健
康
就
業

 

塗
装
班　

平
井

　
芳
郎

　退
職
後
、
目
的

も
無
く
暫
く
無
駄

な
時
間
を
過
ご
す
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
知
人
か
ら
「
何
か
し
て
い
な

い
と
衰
え
は
早
い
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
以

前
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
誘

い
の
チ
ラ
シ
を
貰
っ
た
事
を
思
い
出
し
、

早
速
入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

　そ
し
て
入
会
後
に
会
員
研
修
を
受
け
、

暫
ら
く
し
て
塗
装
班
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
事
も
、
自

分
の
予
想
と
か
な
り
勝
手
が
違
う
事
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　現
場
の
状
況
か
ら
作
業
手
順
、
前
処

理
等
日
々
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん

な
塗
装
作
業
の
他
に
、
ま
ず
言
わ
れ
た

事
は
「
信
用
が
第
一
、
素
人
だ
と
思
わ

せ
る
様
な
行
動
は
す
る
な
」「
依
頼
主

に
聞
か
れ
適
当
な
返
事
は
し
て
は
い
け

な
い
」
こ
と
な
ど
、
一
般
常
識
的
な
事

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　そ
ん
な
私
も
多
少
経
験
を
積
み
ま
し

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈100〉

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

パ
ソ
コ
ン
班

角
方

　
弘
幸

　私
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
き
っ
か

け
は
平
成
３
年
に
発
足
し
た
社
内
の
有

志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
端
数
倶
楽
部
」（
会
員
数
約
３
４
０
人

で
給
与
の
一
部
を
寄
付
）
の
運
営
委
員

募
集
に
応
募
し
た
こ
と
で
す
。
端
数
倶

楽
部
は
当
初
寄
付
活
動
が
中
心
で
し
た

が
、
私
は
行
動
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
企
画
立
案
し
、
最
初
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
「
井
戸
堀
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
私
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
駆
り
立
て
る
も
の
は
、「
現
地
の

人
々
と
力
仕
事
で
協
力
し
て
井
戸
が
完

成
し
た
時
の
み
ん
な
の
笑
顔
と
感
動
」

を
得
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
国
際
交
流
を

深
め
そ
の
後
、
植
林
等
で
中
国
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
へ
と
行
動
範
囲
を
拡

大
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
小
学
校
を
１

棟
寄
贈
。
私
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
て

木
製
ブ
ラ
ン
コ
造
り
を
経
験
し
、
20
年

間
運
営
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　私
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ご
く
身
近
な
楽
し
い
活
動
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
て
退
職
を
機
に
大
き
な

変
化
は
な
く
、
未
知
の
分
野
へ
の
好
奇

心
旺
盛
な
性
格
か
ら
益
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
の
時
間
が
増
え

調
布
市
国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
の
演
奏

者
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
病
院

の
受
付
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
経
験
し

ま
し
た
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
給
水
支
援
等
）」
を
３

年
継
続
中
で
、
地
元
開
催
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
来
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
応

募
。
但
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
調
布
駅
前
の
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で

の
活
動
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
東

京
ス
タ
ジ
ア
ム
の
フ
ラ
ン
ス
対
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
早
速
購

入
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

「
競
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
希
望
の
た
め
、

選
手
達
の
近
く
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
家
事
援
助
班

　
蝦
名
み
つ
の

感
謝
の
日
々

深大寺城1・2郭（水生植物園湿地から）

く
に
し
せ
き
じ
ん
だ
い
じ
じ
ょ
う
あ
と

お
お
た
ど
う
か
ん

が
や
つ
う
え
す
ぎ
さ
だ
ま
さ

や
ま

う
ち

は
ち
が
た
じ
ょ
う

と
も
さ
だ

さ
か
い
め

お
う
ぎ
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国
史
跡
深
大
寺
城
跡

の
び
の
び
広
場

⑦

　深
大
寺
の
ほ
ど
近
く
、
都
立
神
代
植

物
園
分
園
の
水
生
植
物
園
内
に
、
戦
国

時
代
前
期
の
城
、
深
大
寺
城
跡
が
あ
り

ま
す
。

　深
大
寺
城
は
、
十
五
世
紀
末
頃
に
築

城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　江
戸
城
を
築
城
し
た
太
田
道
灌
の
主

と
し
て
有
名
な
関
東
管
領
の
一
族
・
扇

谷
上
杉
定
正
は
、
そ
の
太
田
道
灌
を
暗

殺
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
同
族
・
山

内
上
杉
氏
と
の
抗
争
の
真
っ
只
中
に
あ

り
ま
し
た
。
鉢
形
城
（
埼
玉
県
寄
居
町
）

を
中
心
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
山
内
上

杉
氏
に
対
し
て
、
扇
谷
上
杉
氏
は
河
越

城
（
埼
玉
県
川
越
市
）
に
本
拠
を
置
き
、

武
蔵
国
・
相
模
国
に
版
図
を
広
げ
て
お

り
、
深
大
寺
城
は
、
ま
さ
に
そ
の
主
要

拠
点
（
領
国
）
を
結
ぶ
「
つ
な
ぎ
の
城
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　十
六
世
紀
に
入
り
、
小
田
原
北
条
氏

が
関
東
制
覇
に
乗
り
出
す
と
、
扇
谷
上

杉
氏
は
次
第
に
そ
の
領
国
を
狭
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
深
大
寺
城
が
次
に
取
立

て
ら
れ
る
の
が
、
定
正
か
ら
三
代
の
ち

の
当
主
・
朝
定
の
時
代
で
す
。
当
時
、

十
三
歳
で
あ
っ
た
朝
定
は
、
北
条
方
に

落
ち
た
江
戸
城
奪
還
と
多
摩
川
以
北
に

進
出
し
て
き
た
北
条
領
国
に
対
抗
す
る

「
境
目
の
城
」
と
し
て
深
大
寺
城
を
再

築
城
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間
、
北

条
氏
に
よ
り
扇
谷
上
杉
の
本
拠
・
河
越

城
を
奪
取
さ
れ
、
深
大
寺
城
は
役
割
を

果
た
す
こ
と
な
く
廃
城
し
ま
す
。
江
戸

城
・
河
越
城
ラ
イ
ン
を
抑
え
た
北
条
氏

に
と
っ
て
、
深
大
寺
城
は
も
は
や
支
城

化
す
る
意
義
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　北
条
氏
に
改
変
さ
れ
ず
、
戦
国
時
代

前
期
の
城
郭
の
様
子
が
良
く
保
存
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
城
と
い
う
こ
と
で
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
都
心
近

傍
の
城
跡
で
、
戦
国
争
乱
に
思
い
を
馳

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　立
川
）

　シ
ル
バ
ー
に

入
っ
て
も
う
10
年

も
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間
で
し

た
。
思
い
返
せ
ば
多
摩
川
の
土
手
を
散

歩
が
て
ら
に
事
務
所
に
寄
っ
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
事
務
所
の
方
に
付

き
添
わ
れ
て
、
ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
位

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
で
就
業
し
た
後
、

今
は
ち
ょ
う
ふ
の
里
に
い
ま
す
。

　今
の
仕
事
は
、
入
所
の
方
の
洗
濯
業

務
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
回
収
は
１
日
４

回
、
そ
れ
を
仕
分
け
、
洗
い
、
乾
か
し
、

た
た
み
、
配
布
す
る
。
そ
れ
と
シ
ー
ツ

類
の
整
理
と
多
種
多
様
で
す
。
結
構
体

力
が
必
要
で
す
。
配
布
で
部
屋
に
入
り
、

眠
っ
て
い
る
と
思
い
静
か
に
背
を
向
け

た
ら
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉

が
返
っ
て
き
た
時
の
気
持
ち
は
何
事
に

も
代
え
が
た
い
う
れ
し
さ
で
、「
ど
う

い
た
し
ま
し
て
」
と
笑
顔
で
返
し
ま
す
。

疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
仕
事
の
他
に
今
、
私
は
地
区
委

員
と
家
事
援
助
班
の
北
部
地
区
リ
ー

ダ
ー
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

行
事
な
ど
の
案
内
を
配
布
し
な
が
ら
、

今
回
は
何
人
参
加
し
て
く
れ
る
か
な
、

な
ん
て
不
安
に
な
っ
た
り
、
ま
た
会
報

を
配
り
な
が
ら
話
を
す
る
時
、
や
っ
ぱ

り
楽
し
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い

時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ら
い

時
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
シ
フ
ト
の
都
合

上
集
会
に
参
加
で
き
な
い
時
、
新
人
が

入
っ
て
来
て
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

時
、
仕
事
仲
間
と
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持

ち
が
す
れ
違
っ
た
時
等
、
体
の
疲
れ
よ

り
気
持
ち
の
疲
れ
が
大
き
い
時
は
、
つ

い
愚
痴
っ
た
り
。
そ
ん
な
時
は
、
皆
年

下
の
仕
事
仲
間
で
す
が
、
私
の
愚
痴
も

聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
高
の

パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
で
す
。

　今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
皆

さ
ん
に
手
足
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
で
出
会
い
、

仕
事
で
出
会
え
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
が
、
塗
装
歴
五
十
年
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
で
は
毎
日
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
今
で
も
勉
強
の
毎

日
で
す
。

　私
は
幸
い
に
し
て
82
歳
の
現
在
、
ま

だ
足
腰
に
は
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

目
と
歯
は
何
と
も
な
ら
ず
定
期
的
に
通

院
を
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
昭
和
三
十
二
年
か
ら
車
に
乗
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
大
事
故
が
余

り
に
も
多
い
昨
今
、
無
事
故
の
内
に
と

免
許
を
返
納
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
車

が
無
い
と
実
に
不
便
で
す
が
、
大
き
な

事
故
を
起
こ
す
と
相
手
は
勿
論
、
家
族

や
周
り
に
大
き
な
迷
惑
を
掛
け
、
悲
し

い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

息
子
も
返
納
を
口
に
は
出
し
ま
せ
ん
が
、

心
配
し
て
い
る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う

に
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
は
買
い
物
に
も
仕
事
の
現
場
に
も

自
転
車
で
向
か
っ
て
い
ま
す
。
調
布
ヶ

丘
の
自
宅
か
ら
深
大
寺
北
町
方
面
、
仙

川
方
面
は
登
り
坂
が
厳
し
い
で
す
が
、

毎
日
乗
っ
て
い
る
と
足
腰
の
強
化
に
も

な
る
と
信
じ
、
今
日
も
現
場
に
向
か
う

ペ
ダ
ル
に
力
が
入
り
ま
す
。

運
転
免
許
返
納
し
健
康
就
業

 

塗
装
班　

平
井

　
芳
郎

　退
職
後
、
目
的

も
無
く
暫
く
無
駄

な
時
間
を
過
ご
す
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
知
人
か
ら
「
何
か
し
て
い
な

い
と
衰
え
は
早
い
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
以

前
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
誘

い
の
チ
ラ
シ
を
貰
っ
た
事
を
思
い
出
し
、

早
速
入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

　そ
し
て
入
会
後
に
会
員
研
修
を
受
け
、

暫
ら
く
し
て
塗
装
班
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
事
も
、
自

分
の
予
想
と
か
な
り
勝
手
が
違
う
事
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　現
場
の
状
況
か
ら
作
業
手
順
、
前
処

理
等
日
々
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん

な
塗
装
作
業
の
他
に
、
ま
ず
言
わ
れ
た

事
は
「
信
用
が
第
一
、
素
人
だ
と
思
わ

せ
る
様
な
行
動
は
す
る
な
」「
依
頼
主

に
聞
か
れ
適
当
な
返
事
は
し
て
は
い
け

な
い
」
こ
と
な
ど
、
一
般
常
識
的
な
事

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　そ
ん
な
私
も
多
少
経
験
を
積
み
ま
し

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈100〉

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

パ
ソ
コ
ン
班

角
方

　
弘
幸

　私
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
き
っ
か

け
は
平
成
３
年
に
発
足
し
た
社
内
の
有

志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
端
数
倶
楽
部
」（
会
員
数
約
３
４
０
人

で
給
与
の
一
部
を
寄
付
）
の
運
営
委
員

募
集
に
応
募
し
た
こ
と
で
す
。
端
数
倶

楽
部
は
当
初
寄
付
活
動
が
中
心
で
し
た

が
、
私
は
行
動
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
企
画
立
案
し
、
最
初
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
「
井
戸
堀
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
私
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
駆
り
立
て
る
も
の
は
、「
現
地
の

人
々
と
力
仕
事
で
協
力
し
て
井
戸
が
完

成
し
た
時
の
み
ん
な
の
笑
顔
と
感
動
」

を
得
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
国
際
交
流
を

深
め
そ
の
後
、
植
林
等
で
中
国
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
へ
と
行
動
範
囲
を
拡

大
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
小
学
校
を
１

棟
寄
贈
。
私
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
て

木
製
ブ
ラ
ン
コ
造
り
を
経
験
し
、
20
年

間
運
営
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　私
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ご
く
身
近
な
楽
し
い
活
動
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
て
退
職
を
機
に
大
き
な

変
化
は
な
く
、
未
知
の
分
野
へ
の
好
奇

心
旺
盛
な
性
格
か
ら
益
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
の
時
間
が
増
え

調
布
市
国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
の
演
奏

者
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
病
院

の
受
付
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
経
験
し

ま
し
た
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
給
水
支
援
等
）」
を
３

年
継
続
中
で
、
地
元
開
催
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
来
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
応

募
。
但
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
調
布
駅
前
の
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で

の
活
動
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
東

京
ス
タ
ジ
ア
ム
の
フ
ラ
ン
ス
対
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
早
速
購

入
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

「
競
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
希
望
の
た
め
、

選
手
達
の
近
く
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
家
事
援
助
班

　
蝦
名
み
つ
の

感
謝
の
日
々

深大寺城1・2郭（水生植物園湿地から）

く
に
し
せ
き
じ
ん
だ
い
じ
じ
ょ
う
あ
と

お
お
た
ど
う
か
ん

が
や
つ
う
え
す
ぎ
さ
だ
ま
さ

や
ま

う
ち

は
ち
が
た
じ
ょ
う

と
も
さ
だ

さ
か
い
め

お
う
ぎ
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安全管理委員会

自転車事故の防止

自転車使用時の事故防止

○雨の日はできるだけ使用しない
○傘をさしながら運転をしない（法令違反）
○ながら運転しない（イヤホン・スマホ等）（法令違反）
○薄暮 (夕方 ) から早めのライト点灯をすること
○サドルは足面が地面にぴったり着く高さにする
○ブレーキが利くか乗る前に確認する
○急ブレーキで停止できるスピードで走行する

　平成 30 年度の当センターで発生した傷害事故 23
件のうち４件が就業途上の自転車事故です。今年度初
めての傷害事故も自転車事故でした。

　安
全
就
業
強
化
月
間
（
７
月
）
に
安

全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　お
忙
し
い
中
、
会
員
・
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
様
に
は
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
の
方
々
、
安
全
へ
の
意
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
安
全
心
得
10
ケ
条
の
項
目
は
、

職
群
班
に
よ
っ
て
は
関
係
な
い
項
目
が

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
す
べ
て

関
連
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
、
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。

☆
器
具
の
使
用
し
な
い
就
業
場
所
で
は
、

設
置
什
器
、
環
境
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

☆
器
具
以
外
に
、
就
業
場
所
の
地
形
等

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

☆
す
べ
て
の
現
場
で
、
就
業
前
に
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
は
、
と
っ
さ
の
時
に

動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
、
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を

正
確
に
行
な
う
こ
と
。

☆
一
人
作
業
で
も
心
の
中
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　常
日
頃
、
安
全
心
得
10
ケ
条
を
意
識

し
て
、
健
康
で
楽
し
く
就
業
し
ま
し
ょ

う
。 

（
安
全
管
理
委
員
会
）

〈
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
〉

10
月
17
日
（
木
）
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月
29
日
（
金
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　
　
　
　
　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
管
理
委
員
会
だ
よ
り

ウォーキング研修会
参加者募集!!

「ぴんしゃんウォーキング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　デューク更家流美しい歩き
方を学ぶことで、健康に美しく、
そしてケガをしない身体を作
りましょう。
日時　令和元年11月29日（金）
　　　午後２時～
場所　こころの健康支援センター
定員　30名（先着順）
講師　デュークズウォーキング
　　　㈳ぴんしゃん
　　　　　ウォーキング協会

メール で就業募集や会議・ボランティア活動等 

の情報を受け取れます！ 

１ 
センター訪問時にサービスの申込み

（ログインID・仮パスワードの受取り） 

２

「Smile to Smile 」へログイン 

メールアドレスと新パスワードを登録する 

登録は簡単です 数分で終わります 

３ サービス利用開始‼（12月予定） 

メール情報配信サービス「Smile to Smile」
（通称　スマスマ）の開始のお知らせ

「Smile to Smile」サービスについて

サービス利用までの流れ

　昨年度から情報の提供・充実・拡大について、検討を重ねてまいりましたが、この度

メール機能を利用した情報配信サービス「Smile to Smile」（通称  スマスマ）を開始し

ます。

　多くの会員の方がこのサービスに登録していただくことで、センターと会員との連携

が強化されると考えております。センターの情報をいち早く受け取ることができますの

で、是非ご活用ください。    

「センターからのお知らせ（就業募集、各種会議やボランティア活動等の案内）」や

「配分金明細」の確認ができます。  

令
和
２
年
度
安
全
標
語
募
集
中

　別
添
の
応
募
用
紙
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の
「
ボ
ラ
ン
タ
ス（voluntas

）

自
由
意
志
」
と
い
う
意
味
か
ら
来
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一

文
で
定
義
づ
け
る
と
「
自
発
的
な
意
志

に
基
づ
い
て
、
人
や
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
」
と
い
え
ま
す
。

　そ
し
て
日
本
で
も
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に
、
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
り
、
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
と
、「
お
互
い
様
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
遠
方
か
ら
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
駆
け
つ
け
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
尾
畠
春
夫
さ
ん
と
い
う

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
す
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　大
学
で
も
、
社
会
的
視
野
を
広
め
卒

業
後
に
、
地
域
社
会
で
も
貢
献
で
き
る

人
を
育
て
る
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
学
部
の
単
位
を
認
定
す
る
こ
と

も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
調
布
市
に
あ

る
電
通
大
や
白
百
合
女
子
大
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　私
達
の
シ
ル
バ
ー
活
動
の
中
で
も
、

時
と
し
て
就
業
の
枠
を
超
え
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
社
会
福
祉
の
お
手
伝
い

に
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
」
や
「
お
互
い
様
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
人
間
関
係
も
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
す
。

　そ
し
て
調
布
市
で
も
、
今
年
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
来
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
中
に
も
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　な
お
、来
年
の
秋
に
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
記
」
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　私

達
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
中
に
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（

広
報
委
員
会
）

場
合
に
よ
っ
て
は
支
援
・
指
導
を
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　学
童
・
小
学
校
・
児
童
館
各
班
の
会

員
は
、
子
供
達
に
愛
情
を
も
っ
て
業
務

遂
行
に
当
た
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、

頼
も
し
く
微
笑
ま
し
い
会
議
で
し
た
。

　ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
班
は
、

受
付
業
務
等
の
担
当
と
施
設
管
理
業
務

の
担
当
の
合
同
班
で
相
互
に
支
え
合
っ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
実
篤
班
で

は
９
名
中
４
名
が
交
代
し
た
た
め
意
識

合
わ
せ
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　小
学
校
班
で
、
学
校
の
行
事
等
の
連

絡
が
遅
い
時
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
情
報
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　事
務
局
か
ら
は
、
昨
年
と
今
年
の
事

故
発
生
状
況
か
ら
、熱
中
症
と
自
転
車
・

歩
行
中
に
関
わ
ら
ず
転
倒
事
故
防
止
の

注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。（

事
業
部
会
）

事
業
部
会
新
体
制
始
動

　７
月
16
日
、
令
和
元
年
度
第
２
回
事

業
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
題
は
、

⑴
事
業
計
画
⑵
会
員
研
修
計
画
⑶
そ
の

他
で
す
。

　改
め
て
会
員
の
健
康
と
安
全
の
確
保
、

会
員
の
拡
大
、
事
業
の
拡
大
を
目
標
と

し
、
各
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　事
業
の
拡
大
は
、
請
負
・
派
遣
等
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
中

国
語
教
室
を
11
月
に
は
開
講
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
調
布
市
と
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
も
あ
り
若
干
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
そ
の
他
に
地
域
に
密
着
し
た
事

業
と
し
て
、
農
業
支
援
等
新
し
い
切
り

口
で
取
り
組
み
ま
す
。

　会
員
研
修
は
、「
接
遇
研
修
」「
普
通

救
命
講
座
Ａ
Ｅ
Ｄ
」「
認
知
症
関
連
の

研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

　先
般
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
主
催
の
５

つ
の
班
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
理
事

と
事
務
局
の
出
席
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
理
事
会

や
事
務
局
と
の
連
絡
・
調
整
に
当
た
り
、

事
業
部
会
だ
よ
り

様
々
な
課
題
の
検
討
等
が
行
わ
れ
実
行

に
移
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
の
皆
様
が
所
属
す
る
地

区
班
活
動
の
推
進
や
支
援
、
多
摩
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
や
、
役
員
視
察
研
修
を
企
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
チ
ラ

シ
の
配
布
等
セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
・
普
及

啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
傘
下
に
広
報
委
員
会
を
常

設
し
、
会
報
の
発
行
や
今
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
推
進
を
行
う
計
画
で
す
。

こ
の
広
報
委
員
会
は
総
務
部
会
の
理
事

５
名
と
一
般
会
員
１
名
、
事
務
局
職
員

２
名
の
８
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
会
員
の
皆
様
に
は
各
イ
ベ
ン

ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
し
て
、
就

業
以
外
の
地
域
貢
献
や
仲
間
作
り
を
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
〉

★
11
月
10
日（
日
）多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

★
12
月
１
日（
日
）福
祉
ま
つ
り

福
祉
ま
つ
り
で
は
例
年
の
通
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
野
菜
や

花
等
の
販
売
で
協
力
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

（
総
務
部
会
）

「
総
務
部
会
」
を
よ
ろ
し
く
！

　当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
運
営
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、理
事
会
の
下
に「
総
務
部
会
」と「
事

業
部
会
」
の
２
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　各
専
門
部
会
は
、
事
業
運
営
に
関
す

る
方
針
及
び
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て

討
議
し
、
理
事
会
に
意
見
を
提
出
し
、

報
告
し
ま
す
。
そ
し
て
理
事
会
で
様
々

な
方
針
や
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　今
年
６
月
の
総
会
後
、
総
務
部
会
メ

ン
バ
ー
が
大
幅
に
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

全
員
が
新
た
な
気
持
ち
で
、
大
事
な
役

割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　会
員
の
皆
様
が
お
持
ち
の
「
会
員
の

し
お
り
」
等
に
も
若
干
の
説
明
が
あ
り

ま
す
が
、
総
務
部
会
の
主
な
役
割
を
改

め
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　総
務
部
会
は
、
総
会
や
理
事
会
等
に

関
わ
る
諸
事
項
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

　そ
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
る
理
事
会
で

は
、
会
員
の
入
退
会
の
審
査
、
事
業
状

況
の
点
検
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

総
務
部
会
だ
よ
り

登録方法等の臨時相談窓口を開設します！
◆日　時： 11月1日（金）9：30～12：00／13：00～16：00
 11月5日（火）9：30～12：00／13：00～16：00
　　　　　＊10月分就業報告書の提出時にお立ち寄りください。
◆場　所：シルバー人材センター事務局２F　大会議室
　　　　　（当センターのパソコン班メンバーが親切丁寧に対応します）
◆持ち物：ガラ携、スマホ等の携帯電話、登録するメールアドレス

■■■登録方法以外にも、普段のメール送受信の操作など、ご不明な点があれば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　パソコン班メンバーが親切丁寧に対応します■■■

・「Smile to Smile」を運営する会社はNRI社会情報システム㈱（全国のシルバーの7割のシェア）
　現在、当センターが使用する事務処理システムの契約先です。
・登録されたメールアドレスは厳重に管理し、シルバー人材センターの活動以外の目的で、
　利用することはありません。
・サービスの利用申込・問合せ先　事務局　℡ 042-487-9375

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
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安全管理委員会

自転車事故の防止

自転車使用時の事故防止

○雨の日はできるだけ使用しない
○傘をさしながら運転をしない（法令違反）
○ながら運転しない（イヤホン・スマホ等）（法令違反）
○薄暮 (夕方 ) から早めのライト点灯をすること
○サドルは足面が地面にぴったり着く高さにする
○ブレーキが利くか乗る前に確認する
○急ブレーキで停止できるスピードで走行する

　平成 30 年度の当センターで発生した傷害事故 23
件のうち４件が就業途上の自転車事故です。今年度初
めての傷害事故も自転車事故でした。

　安
全
就
業
強
化
月
間
（
７
月
）
に
安

全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　お
忙
し
い
中
、
会
員
・
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
様
に
は
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
の
方
々
、
安
全
へ
の
意
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
安
全
心
得
10
ケ
条
の
項
目
は
、

職
群
班
に
よ
っ
て
は
関
係
な
い
項
目
が

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
す
べ
て

関
連
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
、
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。

☆
器
具
の
使
用
し
な
い
就
業
場
所
で
は
、

設
置
什
器
、
環
境
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

☆
器
具
以
外
に
、
就
業
場
所
の
地
形
等

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

☆
す
べ
て
の
現
場
で
、
就
業
前
に
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
は
、
と
っ
さ
の
時
に

動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
、
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を

正
確
に
行
な
う
こ
と
。

☆
一
人
作
業
で
も
心
の
中
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　常
日
頃
、
安
全
心
得
10
ケ
条
を
意
識

し
て
、
健
康
で
楽
し
く
就
業
し
ま
し
ょ

う
。 

（
安
全
管
理
委
員
会
）

〈
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
〉

10
月
17
日
（
木
）
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月
29
日
（
金
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　
　
　
　
　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
管
理
委
員
会
だ
よ
り

ウォーキング研修会
参加者募集!!

「ぴんしゃんウォーキング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　デューク更家流美しい歩き
方を学ぶことで、健康に美しく、
そしてケガをしない身体を作
りましょう。
日時　令和元年11月29日（金）
　　　午後２時～
場所　こころの健康支援センター
定員　30名（先着順）
講師　デュークズウォーキング
　　　㈳ぴんしゃん
　　　　　ウォーキング協会

メール で就業募集や会議・ボランティア活動等 

の情報を受け取れます！ 

１ 
センター訪問時にサービスの申込み

（ログインID・仮パスワードの受取り） 

２

「Smile to Smile 」へログイン 

メールアドレスと新パスワードを登録する 

登録は簡単です 数分で終わります 

３ サービス利用開始‼（12月予定） 

メール情報配信サービス「Smile to Smile」
（通称　スマスマ）の開始のお知らせ

「Smile to Smile」サービスについて

サービス利用までの流れ

　昨年度から情報の提供・充実・拡大について、検討を重ねてまいりましたが、この度

メール機能を利用した情報配信サービス「Smile to Smile」（通称  スマスマ）を開始し

ます。

　多くの会員の方がこのサービスに登録していただくことで、センターと会員との連携

が強化されると考えております。センターの情報をいち早く受け取ることができますの

で、是非ご活用ください。    

「センターからのお知らせ（就業募集、各種会議やボランティア活動等の案内）」や

「配分金明細」の確認ができます。  

令
和
２
年
度
安
全
標
語
募
集
中

　別
添
の
応
募
用
紙
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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事
業
予
定

令
和
元
年

10
月
8
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
10
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
10
日
㈭
　
中
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
11
日
㈮
　
西
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
15
日
㈫
　
配
分
金
支
払
い

　
　
16
日
㈬
　
北
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
17
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
17
日
㈭
　
東
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
18
日
㈮
　
第
６
回
理
事
会

　
　
24
日
㈭
　
南
部
地
区
全
員
交
流
会

11
月
10
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
22
日
㈮
　
第
７
回
理
事
会

12
月
1
日
㈰
　
福
祉
ま
つ
り

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
20
日
㈮
　
第
８
回
理
事
会

除
草
・
草
刈
り
・
襖
・
障
子
張
替
え
・

植
木
の
剪
定
・
塗
装
・
刃
物
研
ぎ
・

和
裁
・
大
工
・
左
官

・
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
２―

４
８
７―

９
３
７
５

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

　
技
術
が
進
歩
し
、
世
の
中
ス
マ
ホ

を
使
う
高
齢
者
も
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
ガ
ラ
携
を
持
っ
て
い
て
も
メ
ー

ル
を
使
え
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
も
事
実
で
す
よ
ね
。
実
は
私
も
そ

の
中
の
一
人
で
し
た
。
最
近
、
息
子

に
教
わ
り
な
が
ら
や
っ
と
使
い
方
を

マ
ス
タ
ー
し
た
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
号
で
は
、
近
々
運
用
を
ス

タ
ー
ト
す
る
「
通
称
ス
マ
・
ス
マ
」

に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　
読
ん
で
み
て
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

な
感
じ
を
持
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
よ
ね
。
で
も
大
丈
夫
！
パ
ソ

コ
ン
班
の
仲
間
や
事
務
局
の
方
々
が

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
体

制
を
整
え
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ

い
。

　
広
報
委
員
に
な
り
、
初
め
て
の
会

報
編
集
に
戸
惑
い
も
感
じ
な
が
ら
も
、

な
ん
と
か
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
秋
も
深
ま
り
紅
葉
も
美
し

く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ど
ん
な

メ
ー
ル
が
届
く
の
か
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
　
　
　

（
木
村
静
枝
）

こ
れ
か
ら
の

事
務
局
だ
よ
り

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（R1年6月～R1年8月）

男
4
8
3
8
7
30

女
5
3
3
8
3
22

計
9
11
6
16
10
52

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

5月令和元年

契約金額
（千円）

6月 7月

1,626 

860 

980 

55,818

1,621 

868 

1,004 

55,502

1,627 

859 

1,045 

61,320

健康！地域貢献！生きがい！口コミで会員拡大を！

実篤公園班の皆さん

植木の安全パトロールにて吹割の滝（群馬県）～紅葉～

編

　集

　後

　記

編

　集

　後

　記

就
業
会
員
急
募

〈
人
事
異
動
〉

　
臨
時
職
員
と
し
て
、
１
年
４
か
月
間
、

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
茂
住
秀
美
さ
ん

が
７
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
付
で
臨
時
職
員
と

し
て
、
遠
藤
昌
子
さ
ん
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
会
員
手
帳
の
受
け
渡
し
〉

　
申
込
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
１
日

（
金
）
よ
り
事
務
局
に
て
お
渡
し
い
た

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

〈
自
転
車
保
険

　「サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」の
ご
案
内
〉

　
セ
ン
タ
ー
が
加
入
す
る
「
シ
ル
バ
ー

保
険
」
は
、
自
転
車
を
利
用
し
た
賠
償

事
故
（
加
害
事
故
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

経
路
途
上
に
お
け
る
賠
償
事
故
は
補
償

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
以
前
に
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
東

京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
か

ら
お
得
な
自
転
車
保
険
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
加
入
申
込

書
付
き
）
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、
こ
の
機
会
に
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。


